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平成13年3月

三
月
一
日
付

助
役
に
角
田
文
弥
氏
就
任
!

広報たまかわ

村
役
場
村
長
室
に
お
い
て
辞
令
交

付
・
就
任
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

就
任
の
あ
い
さ
つ

朗
位

筒

田

文

弥

梅
の
奮
も
、
日
一
日
と
ふ
く
ら

み
、
皆
様
方
に
は
益
々
ご
健
勝
の

こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

去
る
二
月
十
九
日
開
会
の
玉
川

村
議
会
臨
時
会
に
お
い
て
、
不
肖

平
成
十
一
年
十
月
か
ら
空
席
で

あ
っ
た
玉
川
村
助
役
に
、

三
月
一

日
付
で
、
元
村
総
務
課
長
魚
田
文

弥
氏

(ω
歳
・
中
)
が
就
任
。
一
日
、

総
代
十
一
名
が
無
投
票
当
選

母
畑
地
区
土
地
改
良
区
総
代
総
選
挙

母
畑
地
区
土
地
改
良
区
総
代
総
補
者
全
員
の
当
選
が
決
定
さ
れ
ま

選
挙
の
第
三
選
挙
区
(
関
根
正
し
た
。

選
挙
長
)
の
選
挙
は
、
二
丹
二
・
な
お
、
当
選
考
は
次
の
と
お
り

三
日
の
二
日
間
に
立
候
補
届
出
の
で
す
。
(
届
出
順
・
敬
称
略
)

受

付

を

行

い

、

立

候

補

の

届

出

の

氏

名

年

齢

地

区

あ
っ
た
数
が
定
数
の
十
一
人
を
超

一
興
弓
泰
行

必

歳

蒜

生

え
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
無
投
票
と
鈴
木
茂
夫

ω歳
北

須

釜

な
り
ま
し
た
。
二

月

九

日

午

前

十

榊

枝

義

ニ

日

歳

北

須

釜

時
か
ら
役
場
北
庁
舎
会
議
室
に
お
小
貫
正
弘
ぬ
歳
南
須
釜

い

て

選

挙

会

が

行

わ

れ

、

立

候

補

有

賀

秀

夫

部

歳

吉

届
出
の
あ
っ
た
者
が
全
て
被
選
挙
国
井
初
之
助
臼
歳
南
須
釜

権

を

有

す

る

も

の

で

あ

る

こ

と

を

舌

村

多

美

回

歳

川

辺

選

挙

立

会

人

の

も

と

確

認

さ

れ

、

候

大

竹

武

部

歳

川

辺

平成13年3月

名

た

ハ
O

、パ
3
れ

小
ル
諮
問

め

感
は
に

者

愛
血

の

れ

す

ハ

-

-

由
州
問
宇
九

の
な

臼

あ

っ乙円
/
}

。

3

月

た

す

1
し
ま

で
し

献血場所と献血者数
(敬称略)

東京精工(株) 16名

遠藤利幸・遠藤道義・加藤進・

草野一代-小林栄 ・IJ¥松克也

i&怠和男 ・白旗正彦 ・先崎一元

高宮理佳・田中弥生 ・宋沼喜一 ・

藤津乙雅・溝井隆裕・吉田辰良・

吉田トミミ子

広報たまかわ

私
が
、
本
村
の
助
役
と
し
て
、
議

会
の
ご
同
意
を
頂
き
、
三
月
一
日

就
任
い
た
し
ま
し
た
。

も
と
よ
り
浅
学
非
才
な
、
私
で

あ
り
ま
す
が
、

二
十

一
世
紀
の
玉

川
村
を
考
え
、
車
田
村
長
が
目
標

と
し
て
お
り
ま
す
、
村
民
ひ
と
り

一
人
が
豊
か
さ
を
実
感
で
き
、
人

に
や
さ
し
い
活
力
あ
る
玉
川
村
を

つ
く
る
た
め
、
村
長
の
補
佐
役
と

し
て
、
最
善
の
努
力
を
い
た
し
ま

す
の
で
、
皆
様
の
ご
指
導
、
ご
鞭

捷
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
を
申

し
上
げ
ま
し
て
就
任
の
あ
い
さ
つ

と
致
し
ま
す
。

小橋大
林本竹

興
土
日

義
晴

喜
則

日
歳

日
歳

必
歳

岩
法
寺

竜

崎

竜

崎

投票時間は午後6時までが66.1%
投票時間短縮アンケー卜結果

ラどもたちを見守る新しい校旗

この度、故土田呈前)11辺小学校長の己遺志により、立派な校旗…疏が

)11辺小掌校に言寄贈されました。

これを受け、 3月3日の雛祭りの日に、 )11辺小学校体育館において、

村長はじめ多数の来賓の方々の出席の中、盛大に感謝状贈呈式が行われ

ました。前校長先生の思菩さんの隆弘さんと奥様の偉吾さんには、村教

育委員会と川辺小学校並びにPTAより感謝状が贈呈されました。

贈呈式では、出席者全員で黙祷が芯され、 6年の鈴木硲里恵さんから

お礼の言葉が述べられました。

新しい絞旗は、京関の陳列ケースに飾られ、吾どもたちの鑓やかな成

長を末永く見守ることでしょう。

平成12年4月1日から公職選挙法の一部

改正に伴い、選挙投票終3時間の短縮がqJ能

となり、そのため住民の方々から投票時間の

短縮したらどうかとの間合わせがあり、村選

挙管理委員会としては、今回広くご意見を簡

くために1，000名に対して無作為でハガキア

ンケート調査を実施いたしました。

ハガキの回収枚数 514枚(回収率51.4%)
514枚のアンケ-卜の結果は円グラフのと

おりです。

舎後、村選挙管理委員会はアンケートの結

果を尊重し投票時霞の短縮を検討していきま

す。

ご協力ありがとうございました。

選挙当日の投票時間短縮アンケート調査結果

午後8時まで
8.9% 

「
こ
ぶ
し
の
里
セ
ン
タ
ー
」

所
長
に
真
野
目
さ
ん

前
こ
ぶ
し
の
里
セ
ン
タ
ー
所
長

の
魚
田
文
弥
氏
の
助
役
就
任
に
伴

い
、
三
月

一
日
を
も
っ

て
後
任
に

真
野
日
喜
正
さ
ん
(
南
須
釜
)
が
こ

ぶ
し
の
里
セ
ン
タ
ー
所
長
に
な
り

ま
し
た
。玉川村役場 20名

阿部紀章ー荒木 明・菅野卓弥

小針敬菩・小針武彦・小針善栄

小針美三子・塩沢賢一・塩津美代3・

塩 田敦.)青水紳一朗・鈴木京吾・

善方富雄・添田孝則・野崎智之-

馬場芭鵠・広瀬亜紀寺・増芸員美-

j高井麗夫・森 1専

2 

仁コ午後8時まで 繁翠午後ア時まで露題午後6時まで

圏直無回答

村
職
員
の
行
動
基
準
に
つ
い
て

倫
理
条
例
・
規
則
を
定
め
る

村
は
、
職
員
の
職
務
の
公
正

な
執
行
と
村
民
の
信
頼
の
確
保

を
図
る
た
め
、
職
員
ひ
と
り

一

人
が
自
覚
と
責
任
を
も
っ
て
行

動
す
る
こ
と
を
定
め
た
「
玉
川

村
職
員
倫
理
条
例
」
及
び
「
玉
川

村
職
員
倫
理
規
則
」
を
制
定
し
、

四
月

一
日
か
ら
施
行
し
ま
す
。

こ
れ
ら
は
、
職
員
が
仕
事
を

す
る
上
で
守
る
べ
き
行
動
基
準

と
し
て
、
村
の
許
認
可
事
務
や

物
品
等
購
入
事
務
及
び
工
事
請

負
事
務
な
ど
の
契
約
相
手
方
な

ど
事
業
者
又
は
特
定
個
人
(
利

害
関
係
者
)
か
ら
の
金
品
の
贈

与
を
禁
止
し
た
り
、
飲
食
や
ゴ

ル
フ
の
接
待
を
制
限
し
て
い
ま

す。
例
え
ば
、
社
会
通
念
上
儀
礼

の
、
範
囲
内
の
結
婚
式
の
祝
儀

や
香
典
と
供
花
、
広
く
一
般
に

配
布
さ
れ
る
宣
伝
用
物
品
・
記

念
品
を
除
き
、
金
銭
や
物
品
の

贈
与
を
受
け
取
る
こ
と
は
禁
止

し
、
利
害
関
係
者
と

一
緒
に
飲

食
や
ゴ
ル
フ
を
す
る
場
合
は
当

然
自
分
の
費
用
を
負
担
す
る
こ

と
を
原
則
と
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
行
動
基
準
に
つ
い

て
は
初
め
て
規
制
す
る
も
の
で

は
な
く
、
こ
れ
ま
で
も
職
員
の

倫
理
基
準
と
し
て
通
知
さ
れ
て

い
た
も
の
で
、
今
回
施
行
す
る

条
例
及
び
規
則
に
よ
り
職
務
に

係
る
倫
理
原
則
と
職
員
の
行
動

基
準
を
具
体
的
に
示
し
、
遵
守

さ
せ
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
職
員
の
行
動

基
準
に
つ
い
て
明
確
に
す
る
こ

と
は
、
職
務
の
公
正
な
執
行
と

透
明
性
を
確
保
し
、
よ
り

一一層

開
か
れ
た
村
政
を
推
進
す
る
こ

と
に
な
り
ま
す
の
で
、
村
氏
の

皆
さ
ん
の
ご
理
解
、
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

「
玉
川
村
職
員
倫
理
条
例
」

「
玉
川
村
職
員
倫
理
規
則
」
の
概

要
に
つ
い
て
詳
し
く
は
、
村
役

場
総
務
課
庶
務
係
に
お
間
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

(
岱

5
7
1
4
6
2
1
)
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平
成
十
三
年
度

新
入
児
童
は
七
十
九
名
で
す

広報たまかわ

も
う
す
ぐ
春
。
ピ
カ
ピ
カ
の

一

年
生
が
大
き
な
ラ
ン
ド
セ
ル
を
背

負
っ
て
入
学
式
を
む
か
え
る
季
節

で
す
。
今
年
の
新
入
学
児
童
は
、

昨
年
よ
り
十
二
名
少
な
い
七
十
九

名
で
す
。

次
の
児
童
名
簿
に
漏
れ
て
い
た

り
、
間
違
っ
て
い
る
場
合
は
、
村

教
育
委
員
会
(
岱
貯
1
4
6
3
3
)

ま
で
ご
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

川
辺
小
学
校

十
六
名

児
章
氏
名

平

塚

史

弥

須

藤

勇

登

矢

部

晃

彦

野

崎

慶

太

郎

原

潤

弥

土

屋

公

生

野

崎
q

朔

太

保
護
者
名

幸

雄登
重

光

忠

志

美
由
紀

洋

子
血一平

-つ
9露

三

森

雅

紀

根

本

沙

織

坂

本

柏

花

ト

汁

辛

/
{

韮
且

ふ
や
a

佐

藤

美

樹

白

旗

美

希

溝

井

智

紘

矢

吹

沙

耶

香

一
一
一
森

真
和
子

弘イ呆敏 利 善
幸 晃隆幸
道弘明男勇

玉
川
第
一
小
学
校

四
十
名

児
童
氏
名

曲

山

拓

美

小

林

一

也

車

田

智

秋

保

響

小

林

史

弥

芳

賀

藍

樹

小

針

駿

弥

遠

藤

豪

人

保
護
者
名

寛

贋
正

一

文

弥

行

弘
雅

之
一

美

昇

一

ス村
体
育
協
会
(
会
長
・
渡
辺
助

次
郎
)
で
は
、
二
月
十
九
日
(
月
)

午
後
七
時
か
ら
村
就
業
改
善
セ
ン

タ
ー
二
階
農
研
室
に
お
い
て
、
平

成
十
二
年
度
中
に
ス
ポ
ー
ツ
の
指

平成13年3月広報たまかわ

導
な
ど
で
貢
献
し
た
方
々
や
ス
ポ

ー
ツ
で
優
秀
な
成
績
を
お
さ
め
た

方
々
に
表
彰
状
と
楯
を
授
与
し
て

功
績
を
讃
え
ま
し
た
。

ぐ増

子

勝

一

小

林

英

紀

田

崎

春

樹

小

針

瑞

央

関

根

博

人

吉

田

巧

佐

藤

拓

巳

渡

辺

健

司

高

林

拓

実

飯

村

達

哉

矢

吹

源

英

溝

井

麻

比

四

牧

涼

宗

形

寿

美

鈴

小

林

彩

香

泉

成

美

葉

粥

リ

ナ

ト

十

を

p
w

盆
出

4
Zノ

上

野

絵

海

江

尻

愛

由

美

滝

川

彩

加

一

宏

子

吉

弘

伸

一
成

次
官
官
U
H

漏
出
ハ

浩

財
義

史
三
喜
男

直

美
正

明

源

重

千
鶴
子

達

也

義

幸
和

寿

秀

典

智
津
子

周

吉

真

次
昭

男
宏

記名副本名7三地区i 推薦 韮?な成講;

スポーツ功労童 溝井正治 小高 玉川 剣友 会 知人少年や成成人多剣士への指導、
材育仁大な重献

1霊 秀選手賞 泉中掌校剣道部 泉申学校剣道 川中体剣道連連石盟川大支会部新・平人田総村合剣大道会大、会石

優 秀選手賞 小針 百 中 玉川剣友会 石川の剣部道優連勝盟大会個人戦 小
写生

優 秀選手麓 小針 匠 中 泉中掌校剣道 吉殿町剣道大会 害第個46人回i1石川
鎚道連盟大会、男 優勝

県高等学校新人陸上競技大会

優秀選 手藁 溝井英樹 南須釜
学法石川|高

東男手ミ権北子大B高O会等Om男掌予校83秋0位季Om陸上3競位技選陸よ競技

掌 j去石川高 第52白秋季東北地区高等掌校
優 秀選手貫 須藤 問1 川辺

野球 野球福島会県大会場 優勝
東北大 出

優秀選手菖 矢吹昭人 士Etコ
掌 法石 川高

ル第選38手回権県大高会技新優人勝ハンドボー
ハンドポール

優秀 選 手 重 林 f二五世 南須釜 玉川村劃友会 浅)11村剣剣道道大大会会、石川連盟大会、
平自 6年生の部{憂勝

優秀 選 手麓 須葉少年剣友会 玉川村剣友会 石川連盟大会団体優勝

千ー-
謝辞を述べる溝井さん

添

田

愛

美

鈴

木

稜

子

小

林

愛

美

仁
井
田
ひ
か
り

駒

木

根

菜

関

根

歩

岩

朝

由

衣

上

野

美

咲

車

田

祐

奈

西

島

美

久

草

野

未

有

藤

夫
正

勅
友

晴健頃
口

雅

彦
正

洋

正

幸勉
正

則

須
釜
小
学
校

二
十
一
名

児
童
氏
名

大

越

祐

輔

吉

村

静

也

石

森

直

喜

大

野

純

石

森

弘

晃

鈴

木

裕

太

保
護
者
名

古

孝博
峰

夫
直

寛

長

治
小
百
合

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

塩

津

匠

松

山

希

望

塩

田

圭

右

石

森

真

由

藤

田

望

愛

塩

津

里

奈

大

野

真

由

美

阿

部

成

美

瀧

口

葵

近

内

優

二

瓶

美

輝

宗

形

美

奈

青

山

美

聡

瀬

谷

友

里

奈

石

森

英

美

f
hH
 

河
汁
J

克

則敦
健

一

幸

一
正

保

義

明
公

平

政

広

弘

道健
光

雄
日
凡

r
I
 

裕

司
正

国

須
釜
小
学
校
四
辻
分
校
二
名

阻
ん
童
氏
名

石

井

友

一

大

和

田

愛

保
護
者
名

静

子宏

団
員
・
指
導
者
募
集

ぬ
れ
獄
ど
ヌ
。
ホ
l
w
F
も
楽
し
毛
ろ

玉
川
村
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
で
は

次
に
よ
り
団
員
及
び
指
導
者
を
募

集
し
て
い
ま
す
。

剣
道
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

玉
川
少
年
剣
友
会

練
習
日
毎
週
火
・
金
曜
日
(
午

後
六
時
三
十
分
か
ら
)

場

所

玉

川

村

氏

体

育
館

会

費

年

会

費

九

千

円

代
表
者
・
加
入
連
絡
先
小
針
周

士
口

(g

u
--
2
5
4
8
)

須
釜
少
年
剣
友
会

練
習
日
毎
週
月
・
木
曜
日
(
午

後
六
時
三
十
分
か
ら
)

場

所

須

釜

小

学
校
体
育
館

会

費

年
会
費
九
千
円

代
表
者

・
加
入
連
絡
先

大
越
喜

義
(
合
U
i
3
3
6
5
)

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
ス
ポ
ー
ツ
少
年
包

練
習
日
毎
週
日
曜
日
(
四
月

1

十
一
月
午
後
三
時

1
)

場

所

玉
川
村
氏
グ
ラ
ン
ド

会
費
一

年
会
費
一
万
二
千
円

入

会

金

千

円

代
表
者
・
加
入
連
絡
先
佐
藤
豊

勝
(
岱
幻
1
3
0
9
6
)

ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

練
習
日
毎
週
水
・
土
曜
日
(
午

後
七
時
j
)

須
釜
小
学
校
体
育
館

月

々

千

円

入

会

金

千

円

代
表
者
・
加
入
連
絡
先
車
田
悦

夫
(
宮
町
1
3
9
0
8
)

サ
ッ
カ
ー
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

練
留
日
毎
週
火
曜
日
(
午
後
六

時
三
十
分
j
)

毎
週
土
曜
日
(
午
後
二

時
j
)

場

所

玉

川

村

民
グ
ラ
ン
ド

会

費

年

会

費

一

万
二
千
円

入
会
金
五
千
円

代
表
者

国

井

栄

(
宮
町
Is
i
s
-
3
2
3
6
)

加
入
連
絡
先

湯
沢
徳
雄

(宮
町
1
2
1
3
5
)

薬
道
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

練
習
日
毎
週
木
・
金
曜
日
(
午

後
六
時
三
十
分
j
)

場
所
玉
川
勤
労
者
体
育
セ
ン

/々
1
l

会
費
一

年
会
費
六
千
円

入
会
金
千
円

代
表
者
・
加
入
連
絡
先
佐
藤
栄

策

(E
U
1
4
4
5
6
)

会場

費所

4 広
U
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長
同
参
画

安
レ
方言

ト
② 

二
月
号
で
は
、
オ
ラ
ン
ダ
の
印
象
を
述
べ
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
今
回
は

日
蘭
交
流
四
百
年
の
記
念
す
べ
き
任
に
、
環
境
の
出
界
会
議
が
開
か
れ
た

オ
ラ
ン
ダ
に
て
介
護
と
福
祉
・
教
湾
・
環
境
等
の
課
題
に
つ
い
て
、
女
性

問
題
を
中
。
に
研
修
し
ま
し
た
。
特
に
教
育
の
シ
ス
テ
ム
と
特
徴
に
つ
い

て
述
べ
た
い
と
患
い
ま
す
。

オ
ラ
ン
ダ
の
学
校
教
育
制
度

義
務
教
育
は
、
一
九
八
五
年
以

前
は
、
六
歳
か
ら
十
六
歳
が
義
務

で
あ
っ
た
が
一
九
八
五
年
の
初
等

教
育
法
改
正
に
よ
り
、
五
歳
に
達

し
た
翌
月
か
ら
十
六
歳
に
な
る
学

年
の
終
了
ま
で
と
さ
れ
ま
し
た
。

実
際
に
は
四
歳
入
学
の
十
二
年

間
の
義
務
教
育
で
あ
り
、
十
六
歳

以
降
全
日
制
学
校
に
通
学
し
な
い

場
合
は
、
十
八
歳
ま
で
週
あ
た
り

一
日
か
ら
二
日
の
パ
ー
ト
タ
イ
ム

を
行
う
義
務
が
課
せ
ら
れ
て
い
ま

す。
初
等
教
育
は
、
四
歳
か
ら
十
二

歳
ま
で
の
八
年
間
の
教
育
を
行
い
、

教
科
書
は
各
学
校
が
独
自
に
選
択

し
使
用
ー
し
ま
す
。

授
業
の

一
単
位
時
間
は
通
常
六

十
分
で
、
一
日
あ
た
り
五
・
五
時

間
を
超
え
な
い
で
、
一
週
間
の
授

業
時
間
は

一
か
ら
四
学
年
ま
で
が

最
低
二
十
二
時
間
で
、
五
か
ら
入

学
年
で
最
低
二
十
五
時
間
と
規
定

さ
れ
、
又
年
間
授
業
日
数
は
最
低

二
百
日
と
規
定
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

中
等
学
校
に
は
、
大
学
予
科
学

校、

上
級
普
通
中
等
学
校
、
下
級

普
通
中
等
学
校
の
三
種
類
の
普
通

教
育
学
校
と
職
業
準
備
学
校
が
あ

り
ま
す
。
中
等
教
育
の
目
的
は
、

①
学
校
の
中
で
の
社
会
性
を
育
て

る
こ
と
。

②
男
女
差
な
し
の
選
択
枠
の
拡
大
。

③
専
門
性
(
キ
ャ
リ
ア
)
を
持
つ

村
水
田
農
業
推
進
協
議
会
は
、
二
月
二
十
日
村
就
業
改
善
セ
ン
タ
ー

に
お
い
て
、
県
、
村
、

J

A
あ
ぶ
く
ま
石
川
等
や
水
田
農
業
推
進
委
員

の
方
々
が
集
ま
り
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

水
田
農
業
推
進
方
策
に
つ
い
て

米
の
厳
し
い
価
格
・
需
給
状
況

か
ら
「
平
成
十
二
年
緊
急
総
合
米

対
策
」
が
打
ち
出
さ
れ
、
生
産
調

整
目
標
面
積
は
、
全
国
規
模
で
、

平
成
十
二
年
よ
り
4
7，
o
o
oか

多
い
肌
万
か
と
な
り
、
福
島
県
に

は、

3

8
，
2
7
9
か
が
配
分
さ

平成13僚3月広報たまかわ

れ
、
こ
れ
を
受
け
て
県
で
は
各
市

町
村
に
生
産
調
整
目
標
面
積
を
配

分
し
、
村
へ
は
平
成
十
年
度
よ
り

過
去
最
大
と
な
っ
て
い
る
生
産
調

整
目
標
面
積
に
、
更
に
緊
急
拡
大

分
と
し
て

9
・
7
6
0
上
乗
せ
さ

れ
た
1
6
9
・
8
9
7
6
0
が
配

分
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
大

変
厳
し
い
状
況
の
中
、
生
産
調
整

目
標
面
積
の
達
成
に
向
け
て
八
つ

の
推
進
方
策
が
提
示
さ
れ
ま
し
た
。

①
助
成
制
度
の
積
極
的
な
活
用

②
玉
川
村
独
自
の
助
成
の
実
施

③
麦
・
大
一
旦
・
飼
料
作
物
の
振
興

④
水
稲
直
播
栽
培
の
推
進

⑤
地
域
振
興
作
物
の
定
着
・
拡
大

⑥
地
域
問
調
整
等
の
実
施

⑦
米
の
消
費
拡
大

③
生
産
調
整
の
た
め
の
条
件
整
備

生
産
調
整
関
連
の
補
助
事
業
等

を
積
極
的
に
活
用
し
て
、
生
産
基

盤
の
整
備
を
図
る
よ
う
に
推
進
す

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

た
選
択
が
出
来
る
こ
と
。

④
教
育
レ
ベ
ル
の
ア
ッ
プ
。

の
四
つ
が
重
点
と
な
っ
て
い
ま
す
。

女
性
の
自
立
の
面
で
は
学
校
教
育

の
中
で
、
将
来
出
来
る
だ
け
男
女

平
等
に
向
う
方
向
に
な
っ
て
い
ま

す
が
、
ま
だ
ま
だ
女
性
に
対
し
て

は
適
格
だ
と
は
言
え
な
い
部
分
が

あ
り
、
女
子
学
生
に
と
っ
て
は
キ

ャ
リ
ア
を
つ
く
る
上
で
も
家
庭
と

仕
事
の
両
立
は
ま
だ
ま
だ
難
し
い

と
こ
ろ
が
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

オ
ラ
ン
ダ
政
府
は
男
女
格
差
の

無
い
教
育
と
い
う
男
女
平
等
教
育

プ
ロ
グ
ラ
ム
報
告
書
を
発
表
し
、

鋭
意
改
革
に
む
け
て
努
力
が
な
さ

れ
て
お
り
ま
す
。

在
オ
ラ
ン
ダ
日
本
人
学
校

創
立
二
十
二
年
目
を
迎
え
る
私

ー一一一一 生日ヨ三自主主ら一一一一一

一 家電り芳守初(陪が施有さ有ます一

立
の
全
校
生
徒
三
百
四
十
名
の
う

ち
中
学
部
七
十
名
、
小
学
部
二
百

七
十
名
の
生
徒
で
構
成
さ
れ
た
学

校
で
、
主
に
日
本
の
商
社
・
企
業

に
働
く
家
庭
の
子
供
が
多
い
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
。
職
員
数
三
十
五

名
の
内
日
本
人
は
十
九
名
で
文
部

科
学
省
か
ら
の
派
遣
教
員
で
す
。

日
本
の
教
育
制
度
と
ほ
と
ん
ど

変
ら
な
い
が
、
小
学
五
か
ら
六
年

で
英
語
と
オ
ラ
ン
ダ
語
、
小
学
四

年
か
ら
英
語
を
指
導
し
て
い
ま
し

た
ο
オ
ラ
ン
ダ
語
に
つ
い
て
は
初

心
者
ほ
ど
綴
密
に
小
人
数
主
義
を

取
り
入
れ
、
そ
の
到
達
の
度
合
い

に
よ
っ
て
い
く
つ
か
の
コ

1
ス
を

設
定
し
指
導
し
て
い
ま
す
。
出
来

る
だ
け
早
く
馴
染
め
る
よ
う
に
キ

メ
の
細
か
い
徹
底
し
た
指
導
法
を

と
っ
て
お
り
、
国
際
交
流
の
面
で

の
こ
と
ば
の
壁
の
問
題
は
完
全
に

ク
リ
ア
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
深
く

感
銘
を
受
け
ま
し
た
。

た
め
息
か
ら
喜
び
ヘ

責
任
あ
る
自
由
・
責
任
の
伴
っ

た
自
由
を
か
か
げ
、
自
立
し
た
大

人
に
す
る
た
め
の
教
育
で
あ
る
と

い
う
教
育
理
念
、
ま
た
、
教
育
シ

ス
テ
ム
全
体
か
ら
即
、
社
会
や
職

業
に
結
び
つ
く
実
務
教
育
の
あ
り

6 

方
等
は
、
日
本
と
の
大
き
な
違
い

で
す
。
こ
の
研
修
を
通
し
て
、
男

女
の
格
差
は
教
育
の
現
場
や
労
働

市
場
に
も
あ
っ
て
社
会
や
家
庭
の

中
に
ど
ん
な
形
で
出
て
く
る
の

か
、
性
別
役
割
意
識
を
持
っ
て
い

る
の
か
が
問
題
で
あ
ろ
う
と
言
わ

れ
た
オ
ラ
ン
ダ
女
性
の
こ
と
ば
に

対
し
、
改
め
て
男
女
の
あ
り
方
等

が
再
認
識
出
来
た
こ
と
で
す
。
あ

る
人
の
こ
と
ば
に
「
男
女
共
同
参

画
は
私
の
た
め
息
で
す
」
と
あ
り

ま
す
。
こ
の
た
め
息
を
喜
び
へ
展

開
さ
せ
る
べ
く
私
自
信
の
再
ス
タ

ー
ト
に
し
よ
う
と
考
え
て
お
り
ま

す
。

棄物の引き取りを求められたときは、それを引き取

らなければなりません。

②再商品化などの実施義務

製造業者などは、引き取った対象機器の廃棄物を、

再利用率以上の再商白{じなどを行い、また、エアコ

ン、冷蔵庫のフロンガスを回収して、再利用または

処理をしなければなりません。

(2) IJ¥売庖

①引き取り義務

自らが過去に販売した対象機器や販売に際し、同種

の対象機器の引き取りを求められたときは、引き取

りをしなければなりません。

②引き渡し義務

対象機器の廃棄物を引き取ったときは、中古田とし

て再利用する場合を除き、製造業者に引き渡さなけ

ればなりません。

(3)消費者

対象機器の廃棄物の再商毘化などが確実に実施され

るよう、小売巴などに適切に引き渡し、収集・再商

昂イじに関する料金の支払いに応じ、[家電リサイクル

法jに定める措量に協力をしなければなりません。

廃棄物の適正な処理と資源の奇効な利用の確保を図

り、笠活環境の保全、国民経済の健全芯発展に寄与する

ことを目的とし、 4月1日より「家電リサイクル法jが

施行されますが、消費者の理解と協力がなければ円滑な

運営は図れません。

。再商昂化などの定義

対象機器(テレビ、冷蔵庫、洗濯機、エアコン)の廃

棄物から部昂や材料を分離し、新しい製品の原材料や部

昂として、また燃料として利用します。

対象機器別の再利用率(1個の機器から原材料や郡白と

して再利用しなければならない率)は次のとおりです。

60%以上

。関係者の役割分担

( 1 )製造業者と輸入業者

①引き取り義務

製造業者などは、自らが製造などした対象機器の廃

守再 」利用 J 率

55%以上

50%以上

50%以上機

ピ

庫

ンコ

蔵

濯

レ

ア

冷

洗

ア

コニ

7 
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剣
道
大
会
東
軍
優
勝

H

歌

回

村
民
体
育
館
に
お
い
て
、
村
内
の

小
・
中
学
生
向
名
参
加
に
よ
る
東
西

戦
の
結
果
日
勝
9
敗
ロ
分
で

跳
ん
だ
ぞ
!

2
7
0
1
田

第
日
田
縄
跳
び
大
会

いずみ幼稚園では、節分の日に幼稚菌において、

園児と保護者がいっしょになって豆まきを行ない

ました。

園児(ま、「鬼はそと、鬼はそとJと大きな停を

出し、親鬼めがけ豆をぶつけ舛に追い出し、楽し

いひと時をすごしました。

平成13年3月

時代も蛮わり

ガングロ鬼現れる

広報たまかわ

杯

(
須
釜
小
中
学
校
)
が
勝
利
し
ま
し

た。
当
日
は
、
午
前
中
に
村
内
の
小

学
生
の
昇
級
審
査
会
が
あ
り
、
午

後
か
ら
会
津
本
郷
町
よ
り
歌
川
治

央
先
生
の
出
席
の
も
と
大
会
が
開

催
さ
れ
た
。
な
お
、
歌
川
先
生
は

須
釜
中
学
校
に
新
採
用
で
赴
任
し

教
鞭
の
傍
ら
、

7
年
間
剣
道
部
の

顧
問
と
し
て
生
徒
の
指
導
に
充
た

ら
れ
る
と
共
に
、
自
ら
も
一
般
人

と
し
て
各
種
大
会
で
活
躍
さ
れ
大

い
に
本
村
の
剣
道
振
興
に
協
力
さ

れ

た

方

で

す

口

一

中

村蕎少年育成村民会議南須釜地区推進協議会(大野勝雄会長)主

催の縄跳び大会(誌、幼児から40壊以上の方々94名が参加して行

われました。

競技iま、 1回跳びと二重跳びの種目で、クラス別に行われまし

た。 1ロ跳び5年生の部に参加した宗形麻薬さん(須釜小5)が
2，701由跳び総合で優勝しました。上位入童書は次のとおりです。

(敬称略)

総 合 優 勝 宗 形

準 優 勝 塩 沢

一回跳びの部

却稚富

1位宗形

小掌1年生

1位 小 山 岳 智 絵

小掌2年生

11立石井

小掌3年生

1位 阿部未歩三子・ 21.立

小零4年生

1位塩沢

Ij¥掌5:Cl=生
1位宗形

1，922自光悦草野3位

2，701回

2，488ロ
麻美

祐成

成美阿部英輝.31.立二瓶美奈・ 21.立

SNOW....BOARD..SCHOOL 唄や踊りを披露
第9ロ チャリティー須釜芸能の集い

拓塵大野綾香.31.立矢吹21立

Jj¥掌6年生

1位吉田

中掌笠

1位大槻

高校~25歳

1位小額

26蔵""'39歳
1位塩沢

40歳以上

1位 i書芸員美・ 2位

二葉跳びの部

{氏掌年(3年生以下)

1位向部未歩;子

高掌年(4年生以上)

11立塩沢祐成 .2位

村公民館主催・村青年毘連絡協議会共催

で喬佳対象のスノーボード教室がアjレツ磐
梯スキ場で行われました。

参加者22名は、講習を受け帰る頃には滑

れるようになり楽しし¥1日を過ごしました。

ーボード教室)
須釜地!xの芸能団体などが一向に会して芸能発表を任うチャリテイ

須釜芸能の集い(主催須釜芸能会)は令固で9自白を迎えました。

実行委員長の飯畠主郎さん(南須釜)のあし1さつのあと車田村長や西)11

村議会議長から祝辞が述べられました。

唄や踊り・大正琴・民謡・カラオケなど60の出し物が披露され観客

の皆さんは大いにたのしんでいました。

なお、チャリティー益愈Id:，社会福祉協議会に寄付されました。

塩沢干づる

量介

和真

翼

形宗

ニ瓶

鈴木

吉田めぐみ .3位

和樹 .3{立

3{立

光悦 .3{立

亡月三E主
主主三プt/j¥針

草野

;J¥ili十

真実 .21立

祐成 .2位

2位麻美

い
ざ
と
い
う
時
の
た
め
に

消
火
実
技
訓
練火に、(

実役防双
技場災里
詰1[南 意 不
線側識二

玉
川
村
婦
人
消
防
隊

枝
隊
長
)
で
は
、
防
火

を
高
め
る
こ
と
を
日
的

駐
車
場
に
お
い
て
、
治

を
行
い
ま
し
た
。

訓
練
は
、
婦
人
消
防

が
参
加
し
、
須
賀
川
消

姉
と
な
り
消
火
訓
練
な

し
た
。

隊
員
二
十
名

防
署
員
が
講

ど
を
行
い
ま

第

1
回

県
商
地
区
空
手
道

大
会
玉
川
で
開
催

こ
の
大
会
は
、
国
際
空
手
道
連

盟
概
真
会
館
福
島
支
部
玉
川
道
場

が
主
管
と
な
り
村
民
体
育
館
を
会

場
に
、
県
南
地
区
2
流
派
6
道
場

の
道
場
生
、
幼
年
か
ら
壮
年
ま
で

の
九
名
が
集
ま
り
大
会
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

競
技
は
、
幼
年
か
ら
壮
年
ま
で

の
叩
ク
ラ
ス
別
に
分
か
れ
て
行
わ

れ
ま
し
た
。

玉
川
村
氏
の
入
賞
者
は
次
の
と

お

り

で

す

。

(

敬

称

略

)

大和田尚史

悶部はるみ

大越

~ 

広

干
索
中正

吉田めぐみ

嘉広

塩沢

吉村

31立

31立

正博.31立

伸一 .31立

良3・3{立

繁一 .3{立

ポ7'てまt
F宇Jヲc

望美

丹内

大野

/j¥ilit 

我妻

大越

鈴木

2位

21立

2位

透

保宏

和彦 .2位

21立

亮平

中
学
生
男
ヱ
J

の
部

3
位
塩
田
孝
典
(
須
釜
中
2
年
)

高
校
生
男
吾
(
閃
J
以
下
)
の
部

準
優
勝
矢
部
洋
士
(
日
大
東
北
1

年
)

3
位
増
子
博
(
帝
京
安
讃
1
年
)

玉
川
道
場
で
は
、
道
場
生
を
募
集

し
て
お
り
ま
す
。

練
習
日
は
、
毎
週
木
曜
日
、
午
後

7
時
i
8
時
刻
分
ま
で
村
民
体
育
館

で
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

興
味
の
あ
る
方
は
、
是
非
練
習
を

ご
見
学
く
だ
さ
い
。

麻美形口一小平日程1・3{立/j¥ili十

高原さんの愛犬が

全国大会ヘ

高
原
豊
勝
さ
ん
(
北
須
釜
)
の

愛
犬
英
セ
タ

l
の
F
T
ヒ
タ

チ
・
ノ
ッ
ク
ス
モ
ー
ル
・
ロ
ー

マ
が
日
頃
の
訓
練
成
果
を
発
揮

し
、
福
島
県
支
部
創
立
幼
周
年

記
念
第
印
回
秋
季
猟
野
競
技
会

で
見
事
、
若
犬
の
部
で
優
勝
し
、

全
国
大
会
に
出
場
し
ま
し
た
。

し
か
し
善
戦
及
ば
ず
入
賞
を
逃

し
て
し
ま
い
ま
し
た
。

8 村就業故善センター口ビー3月15日'"'-'3月30巴9 
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-詳しいお問い合せ、
椙談は、お気軽に

納税者の依頼による税務代理、税務書

類の作成、税務棺談は、税理士でない人

はできません。

ところが、確定申告の時期にIe):，税務
書類の作成などを税理土に叡頼される方

が多いごと仁便乗して税理士でない人が

閉告書の存成などをするごとがありま

す。

このようなIにせ税理士JI立、法律に

違反するだけでなく、依頼した万に迷惑

をかける結果にな

ることが多いので

ご注意ください。

タックアンサー

のコード番号は、

f9204J(仁せ

税理士にご注意)

です。

平成13年度の労働保険の年霞更新をする時期がまいり

ました。

4月初めに福富労働局力、ら送付される申告書と記入要領

をよくお読みいただいて5月21巴までに最寄の銀行、郵

便局、労働基準監詣署、器患労働聞において手続きをされ

ますようお騒いいたします。

福畠労働局総務部労髄探検徴収室(岱024-536-4607)

玉川村国民健康保険

(国保)窓口まで

一事業主の皆さんヘー

労働保険の年度更新のお知らせ

fにせ税理士jにご注意!

P

I

P

-

品
F

G

U

岨，

.v
洋式，.‘司
.. ，vv
 

士

3

¥
し
凋
ル
ハ
l
h
h

耕
三
》
孟

ピ
Q
1
J
/
1
1
i
i

健康梧祉課(国保係)
(宮57-4623)

国税だより

自動車税は、毎年4月 1臼(午前零時)現在で自動車を所奇している方(割賦販売

による購入の場合は使用者)が1年分(4月 1日~翌年3月31日)を納めることにな

っております。

納税通知書は、 5月中旬に送付されます。

納期限は5月31日です。早めに納めましょう。

積雪地域の自動車税軽減掲置は廃止となります。

なお、身体障害者の方や精神障害者等の方で、一定の要件!こ該当する場合に、自

動車税が減免される制度があります。

1 Aき体障害者所南の自動車に対する撤乃減免となります。

2 手帳の等掘と障害の部位及び運転手が本人か苔かにより判定と芯ります。

3 該当する万は、次の書類を添えて5月248までに申請してください。

( 1 ) 自動車税減免申請書(福語集県中地方振興局県税部にあります。)

(2) 身体障害者手帳、戦傷病番手帳、瞭喬手帳または精神障害者保健福祉手帳

( 3) 運転する方の運転免許証

(4) 自動車検査証(車検証)

(5 ) 生計をーにする同居家族の方が運転する場合には、身体障害者等のため

に運転する旨の証明書(各市E村福祉担当課において証明したもの)

( 6) 納税義務者(身体樟醤者等)の印鑑

臨合わせ先 (申請先)県中地方振興問票税部

郡出市麓山 1-1 -1 

~すがま幼稚圏、須釜兜童館のひなまつりにて~

1264 

それでも主お納めないでいると、7lし止められた保険鉛付額の全gs又!;t-gS
を滞絞図様殺に充てることになります令

約鍛wを滋ぎると、怒{足が1干われます。

延滞主主などが怨せられるi墨合もあります。

喝....納 iす 組 滋

約1隠E震から14fmをi島幸'ると、f射殺認を返してもらい、彼保険者災絡iiEQ同議
が交付されます。

f果綴5豆fl'i!型的ミ事で診療ミ事を安けた場合、医療費がいったん金言語自己負担
となり志すむ{後白中銭により払し、渓されます。)

司層ヨ五五芸
な ~)Hf}約していて、約n~fi&から 1年6カ月をi塁古ると、I!lf阜の保険給付綴の会

部、又l;l-Boが2差し止めと右ります。

課税第二課

TEし024-935-1261

自動車税はお早めに
納期限は5月31日まで

例年、年度末(3月)は自動車の横査・登録手続きが急増し、処

理の遅延や駐車場・待合室の混雑などが発笠しております。

登録自動車及び小型ニ輪車の「廃車j、(名義変霊j、「住所変吏j

等の手続きは、できるだけお皐めに申詰してください。

【鰐合わせ先} 国土交通省

・福島陸連支胃登録部門 fi024-546-0341 
(テレホンサービス) fi024-546-8644 

・いわき自動車検査登録事務所登録部門 fi0246-27-6151 
レホンサービス) fi0246-27-2400 

自動車の登録手続きのお知らせ

ー罵鵠諦胃・
災害などの特別な事情がないのに、
長い超国保税を滞納しているとちの
ような箔鐙がとられます。

lお誕生おめでとうございます i
(2月間出分)

彦

弘

広報への掲載を希望されない場合は、窓口への

届け出の際にお申し出ください。

手口

良詰

喜

男

雄

vhv 

向
民

雄

(2月麗出分)

保護者名

イ

世帯主名

あぶくま高原道路開通記念ブ

fあぶくま高原道路ウ
あぶくま高原道路矢吹ICから玉川IC

までの[R間完成を記念し、多彩な鑑しを

行います。

村民の笛さんも、早春のやわらかい日

差しを浴びながら一日を楽しく過ごし

てみませんか。

1 日時平成13年3月25日(巳)

午前9時~午後2時まで

あ13，くま高原道路矢吹ICから玉川ICの間

約10.4km
矢吹中央IC、玉JIIICから自由に出入りできます。

関係町村・母体の協力を得て多彩な催しを企画し

ております。

・全線で実施する催し物

あぶくま高原道路ウオーク、パスによる見掌

・料金所で実施予定の鑑し物

郷土芸能等紹介、地元産自の即売と町村紹介、

模擬居、ゲーム、口ードレース

詳しい間合わせ先は、建設課(岱57-4626)

寄付ありがとうございます
下記の方々から社会福祉活動資金として寄付をいただきました。

原く御礼申し上げます。 記 (村社会福祉協議会)

義

正

克

美

ノーに

人~
辺五

勝

春

七

ス

-南須釜の片寄弘勝さんから

・南須釜の太田勝雄さんから

太

み
海
た
汰

乃

円り・
良品

j青

江

勇

イ

出生児氏名

死亡者氏名

-岩法寺の佐久間七郎さんから

・竜崎の小林金喜さんから

・南須釜の飯島常雄さんから

・第9間チャリティー須釜芸能の集い実行委員会から27，391円

手谷

以
琢
心
事
土

あや

彩

A _w三

俊

澄

ス

/.、
j::r 

藤

1'1 

井

林

寄

島

沼

佐久間

田

国

佐

大

藤

tf~ 

太

片

飯

生

岩法寺

出奇

南須釜

地区名

生

寺法

士

郎

山

石

自奇

釜須

竜

南

地区名

手，

→← 
耳v1'

;n二
I'EL 

空き缶やゴミの投げ措てはやめましょう

盟
定
資
産
課
税
台
帳
の
縦
覧

3，859人(-10)

3，806人(-8)

1，817戸(+4)

ア，665人(-18) 

所

'*' 廿

村のようす
れ3年3月 1臼現在)

縦
監
の
で
き
る
方
は
、
本
人
の
ほ
か
委
任

状
を
お
持
ち
の
ち
に
隈
り
ま
す
。

-
期
間

3
月
1
告
か
ら
5
月
お
日

(
土
・
日
曜
巴
は
除
く
)

午
前
8
時
却
分
j
午
後

5
時
ま
で

役
場
税
務
課

場

内

2 

3 

昼
回
路
帯
広

-
時
間

・
場
所

聞3月

16自(金) 1歳児お誕生相談.• 

午後1時30分~

21日(水)3"'-'4カ月児健診・・・・・・・・・・・・・公

午後 1時30分~

22日(木)歩こう会・・・

午前98寺30分~

23日(金)山鳩会・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・保

午前10時00分~

29日(水)三種混合予防護種・・・・・・・・・・・・・深

午後 1時30分~

調4月

6日 (金)1歳6カ月児鑓診・・・・・・・・・・・・・尽

午後1B寺00分~
9"'-'10力月児健診・..........・保

午後1時30分~

昌司昌国の健康ごよみ

花
愁
短
歌
会
玉
川
支
部
詠
草
集
1

1

1

村
公
民
一
舘

公:公立岩瀬病説

さ
る
な
し
俳
句
会
二
月
句
会
詠
草

矢
吹
町
の
象
徴
ピ
い
う
大
地
は
欝
茶
ど
し
て
藍
を
税
め
た
う

御
手
洗
し
に
硬
貨
し
づ
め
リ
木
の
芽
風

仁

小

針

金

里

何
よ
り
も
無
邪
気
な
曾
孫
抱
き
た
い
が
カ
及
ば
ず
口
ハ
あ
や
す
の
み

吉

田

沙

代

幾
度
の
死
線
を
越
え
し
ゅ
な
り
歌
詠
め
る
日
目
は
感
動
に
満
つ

真

弓

は

ん

わ
が
好
け
る
ベ
チ
一
一
ヤ
の
花
は
噛
}
の
冬
も
恭
の
間
賑
わ
す
彩
リ
添
え
て

溝
井
は
な
よ

再
び
を
向
の
丈
字
を
追
い
も
ど
め
歌
に
か
し
ず
く
女
か
わ
れ
も

川
崎

四
通
晴
し
お
ら
し
ら
乾
く
濯

γ物

由
記

子
ら
の
背
に
風
の
動
く
や
春
近
し

妻
知

:保健センター

須:須釜公民館

友
寄
れ
ば
夫
の
座
挟
し
春
矩
娃

華

名
残
り
雪
踏
ん
で
妓
の
門
虫
か
な

仁
美

名
ば
か
り
の
春
ピ
孫
よ
リ
丈
届
く

美
枝

の
ぞ
き
見
る
海
の
青
さ
よ
椿
咲
く

春
恵

主主
子

1 1 



玉川村役場岱(0247)57 -3101 編集/総務課印刷/(有)円谷印刷(毎月 15日発行)

もうすぐ吾野菜が、どんどん出回ってきます。そこで、
今月は蕃キャベツで、低力口リーで、ボリューム感のあ

るおかずを紹介します。

発行/福島県石川郡玉川村大字小高字中畷 9

「春野菜を昧わう!J 

シリーズ⑩

今日の食卓

ー
栃
木
県
黒
磯
市
|

草
野
智
恵
ウ
す
さ
ん
(
山
小
屋
)

私
の
ふ
る
さ
と
は
、
栃
木

県
黒
磯
市
で
す
。
黒
磯
駅
か

ら
パ
ス
で
5
分
程
の
と
こ
ろ

に
あ
り
ま
す
。

私
の
好
き
な
温
泉
は
、
那
須
連
山
の
西

の
端
、
深
い
山
懐
に
ひ
っ
そ
り
た
た
ず
む
、

言
わ
ば
、
黒
磯
市
の
奥
座
敷
に
あ
た
る
板

室
温
泉
で
す
。

山
に
初
雪
が
降
る
頃
、
紅

葉
と
所
々
に
残
っ
た
緑
と
と
も
に
、
三
段

染
め
と
呼
ば
れ
る
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
の
美
を
見

せ
る
深
山
ダ
ム
や
乙
女
の
滝
、
あ
る
い
は
木

の
俣
渓
谷
な
ど
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
も
の
か
ら

素
朴
で
味
わ
い
深
い
も
の
ま
で
、

実
に
様
々

な
景
勝
に
取
り
囲
ま
れ
て
い
る
こ
と
も
板

『春キャベツの包み煮J
1人分のエネルギー量 150kcal 

小さじ2

大さじ2
大さじ2

大さじ 1

3力ツブ

-梅干し(ちぎる)大1個

[煮汁】

・和国籍組だし

・j酉
・みりん

・しょうゆ

・水

一材料(4人分)一

・絹ごし豆属 11/2丁(500g)

・ツナ水煮缶詰(内容量) 60g 

・二ラ 30g 

・人参 30g 

・ひじき(生) 30g 

[槌(みじん切り) 大さじ2
しょうが(みじん切り)大さじ 1

とき卵 大さじ2
塩 小さじ1/2

・キャベツ 8枚(500g)

・片楽粉 少量

室
温
泉
郷
の
魅
力
の
一
つ
と
な
っ
て
い
ま

す
勺
九
百
年
以
上
も
前
に
発
見
さ
れ
た

と
伝
え
ら
れ
てい
る
源
泉
は
、
今
な
お

勢
い
を
衰
え
さ
せ
る
こ
と
な
く
、
こ
ん
こ

ん
と
湧
き
出
し
て
い
ま
す
。

板
室
温
泉
は
ま
た
、
し
も
つ
け
薬

湯
と
し
て
も
知
ら
れ
る
よ
う
に
、
リ

ウ
マ
チ
性
疾
患
か
ら
運
動
器
障
害
、

神
経
症
あ
る
い
は
、
病
後
閥
復
ま
で

効
能
の
豊
富
さ
も
大
き
な
魅
力
で
す
。

皆
様
も
、

一度
魅
力
溢
れ
る
私
の

ふ
る
さ
と
黒
磯
市
に
行
っ
て
見
て
は

ど
う
で
し
ょ
う
か
。

ま
だ
広
報
た
ま
か
わ
私
の
ふ
る
さ
と

コ
ー
ナ
ー
に
登
場
し
て
い
な
い
県
外
出

身
者
を
ご
奇
知
の
方
が
居
り
ま
し
た
ら
、

玉
川
村
総
務
課
ま
で
連
絡
く
だ
さ
い
。

(
岱
日

|
4
6
2
1
)

一作り方一

①豆属~大きくくずしてざるにのせ、水気を切る。 ツナ~水

気を切り、ほぐす。 ニラ~荒みじん切り。 人参~荒みじん

切り。 ひじき~荒みじん切り。

②キャベツ~熱湯で2分ほとゆで、かたい芯はそぎとりみじん

切りlこ。

@(Dと②の芯と【ねぎ・しょうがとき卵塩】を加え、よくまぜ8
等分にする。

④②のキャベツの葉lこ、うすく片栗粉をふり③のたねをのせ、

丸めつまようじで止める。

⑤なべに煮汁を作り、④、梅干しを加え煮る。

都;
心に残る我がふるさと
『懐かしい少年期の日々J

神奈川県平塚市

吉 村 哲 郎 さ ん

(南須釜出身・吉村清克さんの弟)

初
め
て
玉
川
会
に
出
席
し
、
大
勢

の
皆
様
と
懐
か
し
く
昔
話
を
語
り
合

い
楽
し
い
お
酒
を
飲
ま
せ
て
い
た
だ

き
又
、

玉
川
村
の
空
港
は
じ
め
高
速

道
路
な
ど
国
際
的
な
発
展
を
伺
い
感

服
致
し
ま
し
た
。
私
は
社
会
に
踏
み

出
す

一
歩
と
し
て
上
京
し
た
の
は
、

昭
和
三
十
九
年
の
春
、
当
時
は
東
京

オ
リ
ン
ピ

ッ
ク
、
そ
れ
に
、
追
い
越

せ
と
日
本
列
島
の
動
脈
と
な
る
東
名

高
速
道
路
の
開
通
、
他
の
分
野
で
も
、

技
術
、
生
産
、
貿
易
等
、
高
度
成
長

期
へ
の
幕
開
け
で
し
た
。
私
も
社
会

人

一
年
生
と
し
て
の
自
負
を
も
ち
粉

骨
砕
身
で

一
生
懸
命
働
き
ま
し
た

が
、
如
何
せ
ん
不
慣
れ
な
都
会
生
活

で
は
厳
し
い
面
々
も
し
ば
し
、
折
り

振
ら
れ
て
懐
か
し
い
思
い
出
と
な
る

の
は
郷
里
で
過
ご
し
た
少
年
期
の

日
々
、
戦
後
生
ま
れ
育
っ
た
私
た
ち

の
頃
は
物
資
の
調
達
も
乏
し
く
、
遊

ぶ
道
具
と
言
え
ば
、
自
給
自
足
を
交

え
、
印
象
に
残
っ

て
い
る
出
来
事
は

中
学
時
代
近
所
の
仲
間
と
阿
武
隈
川

の
川
辺
に
釣
り
に
行
っ
た
時
、
自
信

作
の
釣
具
を
背
負
い
、
山
間
の
砂
利

道
を
自
転
車
で
通
り
抜
け
、
ミ
ミ
ズ

を
餌
に
太
っ

た
鯉
を
釣
上
げ
た
時
そ

の
瞬
間
竹
竿
に
伝
わ
る
当
た
り
、
釣

り
の
醍
醐
味
で
あ
る
感
触
は
今
で
も

愉
快
な
思
い
出
で
あ
る
。
又
夏
が
来

る
と
南
須
釜
郷
社
で
の
盆
踊
り
、
村

の
衆
が
勇
み
よ
く
太
鼓
を
叩
き
、
笛
、

歌
、
踊
り
と
夏
の
夜
空
に
響
か
せ
櫓

を
囲
む
村
人
は
喜
色
満
面
で
賑
わ

い
、
都
会
で
は
味
わ
う
こ
と
の
出
来

な
い
感
動
、
思
い
出
の
楽
園
で
も
あ

り
心
に
刻
ま
れ
て
い
ま
す
。
四
季
を

通
し
沢
山
の
思
い
出
が
あ
り
ま
す

が
、
次
回
、

玉
川
会
で
酒
の
つ
ま
み

に
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
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